
消防局 Ｘ方針の概要

局全体

救急

警防

火災
予防

1

Ｃ領域Ｂ領域Ａ領域

（２）若手職員の育成と柔軟
な発想の活用

・若手職員を中心としたプロ
ジェクトチームの設置
・若手職員の柔軟な発想を
活かした業務改善（デジタル
ツールの導入）

（１）持続可能な消防体制の
確立

・消防職員と消防団員の有為
な人材の確保・育成や離職
防止策などの持続可能な消
防体制の確立

（１）救急活動のＤＸ推進

・ＡＩを活用した救急需要の
予測
・患者情報管理システムの導
入

（１）消防活動のＤＸ推進

・警防研究会（部署を横断した課
題解決型の研究会）の設置
・デジタル技術を活用した情報収
集・共有システム等の検討

（２）木造建築物が密集する地
域に対する火災予防対策

・防火指導の強化
・査察の強化
・地域ぐるみの訓練の後押し
・簡易型自動消火装置の普及
啓発
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局区Ｘ方針〈消防局〉 

 

１ 組織の使命（どのような役割を担うのか） 

消防局は、市民の生命・身体・財産を火災等の災害から守ることを最優先の使命として

 いる。新たに策定された２０４０年を目標とする基本計画と市政変革推進プランに基づき、

 迅速かつ効果的な災害対応と市民の防火意識向上を通じて、安全で安心なまちを実現する

 役割を担う。 

 

 

２ 課題と背景 

課題Ａ（１） 

① 課題名 救急活動のＤＸ推進 

② 課題の内容 

  市民の救急需要が増大し、救急車の出動件数が増加している。このため、救急車の稼働

率が高まり、現場までの到着時間、病院に収容するまでの時間が延伸しており、救命率の

低下が懸念され、他都市では救急隊の増隊や救急活動へのＩＣＴ導入などが進められてい

る。 

③ 課題の背景 

  近年、高齢化の伸展や救急業務に求めるニーズの多様化などを背景に、全国的に救急需

要が増大しており、本市における令和５年の救急出動件数は、市政発足後初めて６万件を

超え、６３,０６１件を記録した。救急車の出動について１０年前と比較すると、救急出動

件数は１０，３４３件増加、救急現場までの平均到着時間は１.２分、傷病者を病院に収容

するまでの平均時間は５.８分延伸している。 

④ 課題に対する取組み 

  令和６年度内に、救急現場までの到着時間短縮を図るため、総務省消防庁と「ＡＩを活

用した救急隊運用最適化」の実証実験を実施するほか、傷病者を病院に収容するまでの時

間短縮を図るため、救急活動に「患者情報管理システム」を導入し、全救急隊にタブレッ

トを配置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



消防局-2 

 

課題Ａ（２） 

① 課題名 若手職員の育成と柔軟な発想の活用 

② 課題の内容 

  若手職員の育成を進め、若手職員の柔軟な発想や新しい取り組みを組織全体に浸透させ

るための体制整備が必要である。 

③ 課題の背景 

  消防局では、次代を担う若手職員の育成を目的として、「消防未来創造プロジェクトチー 

ム」を設置し、消防広報とＤＸ推進などに関する検討を行ってきた。特に、ＤＸ推進にお 

いては、現場の消防署で報告書作成や手続きに紙や手書きの業務が多く、作業に時間を要 

しており、職員の負担軽減を図る必要がある。同時に、業務効率化により生まれた時間を、 

より良い市民サービスの提供や新しい取り組みにつなげることが可能となる。 

 また、採用試験の受験者数の減少や、若年層の離職者の増加を踏まえ、若手職員の意欲を 

引き出し、柔軟な発想を活かした魅力ある職場づくりに取り組む必要がある。 

④ 課題に対する取組み 

若手職員を中心としたプロジェクトチームを設置し、コミュニケーション能力や調整能力を 

高めるためのディスカッションやプレゼンテーションを通じて、課題を分析・検討する。 

また、若手職員の柔軟な発想を活かして業務改善を促進し、デジタルツールの導入による 

ＤＸ推進を図る。   

 

課題Ｂ（１） 

① 課題名 消防活動のＤＸ推進 

② 課題の内容 

現行の情報収集体制を見直し、ＤＸ技術を導入することで、より効率的・効果的な消防

活動の実現が期待される。また、職員研修についてもＶＲやシミュレーション技術を導入

し、災害対応能力の向上を図る必要がある。 

③ 課題の背景 

消防活動におけるＤＸの取組みとして、情報収集を目的に消防活動用ドローンを活用し 

ているものの、消防活動全般においては、アナログが多くを占めている。社会の構造が複 

雑化し災害が多様化・大規模化する中で、市民の生命を守るためには、現場の情報をデジ 

タル化し、スピーディーに共有することにより、消防活動の迅速化と効果的な対応に繋げ 

る体制の構築が必要である。 

さらに、集積したデータを活用し、社会情勢の変化に伴う大規模または特異な火災に対 

応するため、火災対応の反省会や実践的な訓練を補完する手段として、ＶＲやシミュレー 

ション技術を導入する必要がある。 

④ 課題に対する取組み 

  新たに警防研究会（部署を横断した課題解決型の研究会）を設置し、デジタル技術を活

用した災害に備えた事前調査方法や災害時における情報収集・共有システム等を検討し、

迅速で効率的・効果的な消防活動を実現する体制の構築を目指す。 
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課題Ｂ（２） 

① 課題名 木造建築物が密集する地域に対する火災予防対策 

② 課題の内容 

  木造建築物が密集する地域では、ひとたび火災が発生すると大規模化する可能性が高

く、その地域で生活する方々には、「絶対に火災を発生させない」という高い防火意識を

もってもらう必要がある。 

③ 課題の背景 

  本市の令和５年における出火率は２．２（件／１万人）であり、東京都及び２０政令

市の平均２．３より下回っている。 

一方、本市では令和４年以降、木造建築物が密集する地域での大規模な火災が複数回 

発生しており、市民生活や地域経済に大きな影響を及ぼすとともに、「火災が多いまち」 

とのイメージが着きつつある。 

④ 課題に対する取組み 

令和５年度から取り組んでいる「防火指導の強化」、「査察の強化」、「地域ぐるみの訓

練の後押し」の３本を柱とした強化策に加えて、簡易型自動消火装置の普及啓発、地

域・警察・消防が一体となった火災予防対策などを行い、火災の発生リスクを低減して

いく。 

 

課題Ｃ（１） 

① 課題名 持続可能な消防体制の確立 

② 課題の内容 

安定的に適切な消防サービスを提供するためには、消防職員と消防団員の有為な人材を 

確保・育成し、多様な災害に対応できる持続可能な消防体制を構築する必要がある。 

③ 課題の背景 

社会情勢の変化や就業意識の多様化、全国的な高齢化と少子化の進行により、消防職員 

の採用試験の受験者数が減少し、若年層の離職者も増加している。 

また、同様に消防団員の数も減少傾向にある。本市においても過去１０年間で消防団員の 

実員数は減少しており、平成２９年の１，９４６人をピークに年々減少し、令和６年４月１日現在 

で１，７１４人となっている。   

④ 課題に対する取組み 

・若手職員によるプロジェクトチームを設置し、受験者数の確保や離職防止策について検討  

する。 

・SPI試験の導入や受験年齢の引き上げ等、採用試験の在り方について検討する。 

 ・消防団の「入団促進委員会」と連携して、ＳＮＳ等を活用した情報発信をさらに進

め、若年層の入団促進を図る。また、消防団の魅力や活動内容を広く市民に浸透させ、

入団後もやりがいや誇りを持ち、永く活動できる環境整備等を進め、消防団員の確保に

努めていく。  


